ＷＴＯＣ２００６　Bulletin　２　主要部分のみ翻訳　　文中ユーロ　１€＝145円で換算

・開催期日:７月１０日～１３日　於：Finland　Joensuu

・WTOCイベント･センター：Kaprakka　カプラッカ

・Helsinki～Joensuu空港　５００Km　レンタカーでもきつそう　　　　Joensuu空港～Joensuu　　１０Km

 Organiser   IOF EA==ピーター･ガーマン(独)、National Controller ハヌ・ニエミ

・１－１　プログラム：

　　　７月９日(日)　イベント･センター　Open　　　　　　 ０８００－２０００

　　　　１０日(月)　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　モデル･イベント　　　　　　　　　　　 １２００－１７００

　　　　　　　　　チーム･オフィシャル･ミーティング　　　１７００－１８００

　　　　　　　　　開会式　　　　　　　　　　　　　　　　１９３０－２０３０

　　

　　　　１１日(火)　Day　１　　　　　　　　　　　　　　　１０００－１５００

　　　　　　　　　チーム･オフィシャル･ミーティング　　   １７００－１８４５

　　　　１２日(水)　Day  2　　　　　　　　　　　　　　　１０００－１５００

　　　　　　　　　表彰式　　　　　　　　　　　　　　　  １９３０－２０３０

　　　　　　　　　閉会式＆バンケット　　　　　　　　　  ２１００－２３００

　　　　

　　　　１３日(木)　IOFクリニック　　　　　　　　　　　０９００－１２００

　　　　　　　　　出　発

・１－２　競技ルール：ＩＯＦルール（２００６）

・１－３　クラス、制限：

　　　　　ＷＴＯＣ　３名(障害の有無を問わず)

　　　　　ＷＰＯＣ　３名(有障害者)

　　　　　ＷＰＯＣ　競技者はＷＴＯＣ競技者を兼ねることが出来る。

　　　　　オフィシャル　人数に制限なし。

・表彰など：従来どおり

・１－４　競技(トレーニング)エリアと立ち入り禁止エリア・・・・・・地図を参照　赤＝立入禁止

　　　　　Kaprakka・・・・・・イヴェントＣ，ＴＯＭ，閉会式、バンケット

          Honkalampi･････モデル、

          Siilainen(Joensuu)・・・・・開会式、表彰式

          Lykynlampi・・・・・・Ｄａｙ　１

          Pamavaara・・・・・・Ｄａｙ　２

・１－５　地図･･･ISSOM2005に準拠

・１－６　コース：　モデル＝2.0km  up30m

                    Day1 = 2.5km   up40m

                    Day2 =2.5km    up50m

１－７　テレイン状況：Pamavaara・・沢山のクロスカントリー用のスキー･トラックがある。道の表面は良く、障害者の通行にも問題は無い。　Lykynlampi・・競技会場は森の中。こちらもまたよい道が発達している。すこし急傾斜の場所があるが、臨時の介助者を要する場所はわずかである。両日ともエスコートが必要。　良いテレインで、若い落葉樹から典型的なフィンランドの針葉樹まで　変化に富んだ森である。

１－８　トレーニング：競技会に先立ちKaprakkaとJoensuu市内に2か所の地図を用意。

１－９　気候と天候：　7月の前半は気候が安定する　Finlandでももっとも快適なシーズンである。

　　　　　　　　　　　日中温度は１５－２５ｃでさまざま、夜は１０－２０c. 日中は晴天か少し曇り。時には短時間の

夕立や雷がある。

１－１０　イベント･センター：FINO-WeekのイベントセンターはJoensuuのセンターの中学校にある。レストラン、ハード･フロァの宿泊場所もるあるはず。（略）

　　　　　　　　　　　開会式、表彰式は町の中心広場で行われる。ただし、WTOCのイベント･センターはKaprakka。

１－１１　交通･輸送：WTOC2006ｈの競技会場への往復の定期バスはFINO-WeekのイベントセンターとWTOCのイベント･センター（Kaprakka）から発車。競技者、official、メディア関係者、IOF関係者、WTOCゲストすべﾞてが利用可能。自分の車を利用することもOKだが、運営者は公式運送機関の利用を推奨。

競技会場まではFINO-Weekのイベントセンターから５－１２K、WTOCのECからは15-10K. Joensuu空港、駅から宿舎への輸送も可能。

30ユーロ　(約4350円) / 1人 / 週　(車椅子利用者も同じ)

レンタ･カーについてはスペシャル･ディスカウントあり。直接会社へ連絡のこと。(略)

１－１２　宿舎と食事；Kaprakka リハビリテーション･センターに選手、officialのための3タイプの宿舎を提供。殆どは冬季の間、学生が寝泊りするアパートメント。1～３の寝室、居間と小さなキッチン。

　　　　　　　タイプA：メイン･ビルディングにあるホテル・・・車椅子フリー･アクセス、

シングル　60 €＝8700円/1人/一晩

ダブル　　42 €＝6090円/1人/一晩

　　　　　　　タイプB：ファースト･クラス・ホステル・・・車椅子フリー･アクセス、

ダブル　　33 €＝4785円/1人/一晩

              タイプＣ：セカンド･クラス･ホステル・・・・　通常アクセスのみ(車椅子不適)

ダブル　　27.50 €＝3987.5円/1人/一晩

               以上、すべて朝食を含まず。

　　　　　　　・ミール･チケットを販売する。朝、昼、イブニング･ミール(夕軽食)、ディナーはホテルのレストランで。

　　　　　　　　11,12日の昼食は競技会場のレストランで。

　　　　　　　　　朝食、イブニング･ミール(夕軽食)・・・5.40€＝ 783円

                  昼食･・・・・・・・・・・・・・・・・6.40€＝ 928円

                  夕食・・・・・・・・・・・・・・・・18.00€＝2610円

１－１３　エントリー：　最初のエントリーではエントリー･フォームの各条項を記載すること。

　　　　　　　　　　　　T1：各国チームの参加人数、宿泊、食事、運送に関する予約を含む・・・3月30日必着

　　　　　　　　　　　　　　　5月30日までの入金を以って確定となる。

　　　　　　　　　　　　各国チームの最終エントリー（選手、officialの氏名、士別、生年月日）は5月26日必着。

　　　　　　　　　　　　詳細はBulletin３で。　最終の氏名エントリーは6月25日必着。　　　　　

　　　　　　　　　　　　選手およびofficialのエントリー費用は　１３０€　＝　１８，８５０円 / １人

　　　　　　　　　　　　　　これには以下のものを含む：・WTOCおよびモデル･イベント競技参加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・競技用地図および正解表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・スタートリスト、成績表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・開会式、バンケット

　　　　　　　　　　　　エスコートおよび医学的アシスタントの参加費は　５０€　＝　7,250円

１－１４　メディア･サービス　　　　(略)

１－１５　ＩＯＦ関係者およびWTOCゲスト　　　(略)

１－１６　支払い：全ての費用は以下に送金のこと。5月26日までに送金のこと。　　以下略-

１－１７　フィンランド入国のビザについて。　(略)日本はビザ不要

１－１８　一般併設大会：フィンランドＯウィークにはＦＩＮ－５、ＭＴＢ－ＷＯＣ、ＷＴＯＣの３種類の競技が含まれる。　　　

　　　　　ＦＩＮ５の毎日、トレイルＯのオープン競技を開催する。　ＷＴＯＣの１１,１２日はオープン･レース(併設大会)を

　　　　　開催する。詳細はＦＩＮ５のＨＰ　http://fin5.kalevanrasti.fi/   

１－１９　医療関係　(略)　

１－２０　添付したもの：エントリー様式　Ｔ１　ＷＴＯＣチーム用、Ｅ２　メディア用、Ｅ３　ＩＯＦ関係者およびゲスト用　

１－２１　さらなる情報は：　ＷＴＯＣ２００６　toc@kalevanrasti.fi
http://mtbwoc2006.orienteering.org/

 以上：問合せは　こやまたろう　taro-k@xb3.so-net.ne.jp　　まで。

　

